
津和野町立日原中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いじめ「未然防止」の取組                   いじめ「早期解決」の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ「早期発見」の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 豊かにかかわり合える集団の育成 

 ⑴ 親和的で支持的風土のある学級づくり 

 ⑵ 自己有用感を育む学級づくり 

 ⑶ 学級活動を中心とした合意形成と自己決定 

 ⑷ 生徒会を中心とした生徒主体のルールづくり 

２ 生徒理解と生徒に関する情報共有の場の設定 

⑴ 学年部による情報共有・支援 

⑵ 生徒支援部会での情報共有・支援 

生徒支援部会 

校長、教頭、生徒指導主事、特支Co、養護教諭 

⑶ 全職員による生徒観察と情報共有・支援 

⑷ 配慮の必要な生徒への支援の充実 

３ 温かさと厳しさのある生徒指導の充実 

 ⑴ 一人一人を大切にして褒める声かけ 

 ⑵ 適切な指導と支援 

 ⑶ 基本的生活習慣の確立 

 ⑷ 職員研修による資質能力の向上 

４ 道徳教育・ふるさと教育の充実 

 ⑴ いじめを許さない心情を育む授業の実施 

 ⑵ 人権・同和教育に関する授業の公開 

⑶ 生徒・保護者対象の研修会等の実施  

⑷ 体験活動の充実 

５ 年間指導計画に基づいた取組（別頁記載） 

６ 保小・家庭・地域・関係機関との連携 

 ⑴ 懇談会等の機会を生かした生徒や学校の課題 

   の保小・家庭・地域・関係機関との共有 

 ⑵ 学校だより等による理解・啓発 

 ⑶ 学校いじめ防止基本方針の周知と評価 

（生徒・保護者・地域） 

１ 対応の基本方針

⑴『いじめ問題対策協議会』の設置 

いじめ問題対策協議会 

校長、教頭、生徒指導部員、関係職員、担任、養護教諭  

SC、SSW、PTA役員 警察、町教委 

⑵ 組織的な対応（特定の職員が抱え込まない） 

⑶ 迅速な対応（その日のうちに方針決定） 

⑷ さまざまな対応等の記録の作成と保存 

2 いじめ発生時の対応 

⑴ いじめられた生徒への対応 

・全職員でサポートチームを構築し守る 

⑵ いじめた生徒への対応 

・自らの行為の責任を自覚させ、継続した指導を行う 

⑶ 保護者への対応 

・双方に早めに連絡し、課題を学校と共有する

⑷ 周りの生徒への対応 

・学級等での指導の見直しや授業改善を図る 

⑸ 犯罪行為に相当すると判断した場合 

・警察への通報・相談 

３ 重大事態発生時の対応 

⑴ 教育委員会等の関係機関、SC等との迅速な連携 

⑵ 重大事態

・生徒が自死を企図した場合

・生徒が相当期間（30日以上を目安）学校を休むこ

とを余儀なくされた場合 

  ・生徒に精神性の疾患が発生した場合 

  ・生徒が身体に重大な障害を負った場合 

  ・生徒が金品等を奪い取られた場合 

  ・生徒や保護者からいじめによる重大な被害が生じた

との申立てがあった場合 

⑶ 町教委が調査主体の場合の調査への協力 

⑷ 学校が調査主体の場合『津和野町いじめ防止基本方

針』及び『いじめの重大事態の調査に関するガイドラ

イン』に準じた調査の実施 

４ いじめの解消 

⑴ いじめの解消の判断 

 ・いじめの行為が止んでいること 

 ・被害者が心身の苦痛を感じていないこと 

 ⑵ 最低３か月の継続的な経過観察 

１ 生徒に関する情報と方針の共有・決定 

 ⑴ 生徒支援部会による情報共有と方針決定 

２ 教育相談の実施 

 ⑴ 生活アンケートをもとにした教育相談 

３ アンケートＱＵの実施 

 ⑴ 生徒の学校適応感の把握とその支援 

４ SC・SSWとの連携 

⑴ SC(スクールカウンセラー)との面談・コンサ 

ルテーションの充実 

5 記録の作成・保存 

⑴ 5W1Hによる事実の確認・記載の徹底 

６ 相談窓口の周知 

多感な思春期にある中学生を取り巻く社会環境は大きく変化し、コミュニケーション能力の育成や基本的生活習慣の確立など取

り組まなければならない課題は多くあります。また、日々の学校生活において人間関係に悩んだり、いじめに発展したりする場合

も少なくありません。 

日原中学校では、「いじめは人として絶対に許されないもの」との認識を、学校教育全体をとおして生徒一人一人に徹底し、い

じめを許さない学校づくり・学級づくりを進めていきます。このような学校・学級の土台となるのは、生徒一人一人の「絆づくり」

と「居場所づくり」です。そのために、日々の授業や学校行事、生徒会活動などにおいて、共感的で親和的な人間関係にもとづい

た社会性や人間関係形成力の育成を図りながら、生徒一人一人が安心して登校できる学校環境づくりに努めていきます。 

ここに、いじめ防止に向けて、日常の指導体制を定め、いじめの未然防止を図りながら、いじめの早期発見に取り組むとともに、

いじめを認知した場合には、適切かつ速やかに解決するための『学校いじめ防止基本方針』を定めます。 

安全・安心な学校  感謝・感動のある学校  夢の扉を開く学校  流儀を作り流儀を守る学校 

◎「いじめは、絶対に許されない」との認識 

◎「いじめは、どの生徒にも、どの学校にも起こり得る」との認識 

◎「いじめの未然防止は、学校の重要課題」との認識 

◎被害生徒を守り抜くという認識 

◎加害生徒には「自らの行為の責任を自覚させ、二度といじめをさせない」という姿勢で対応 

「いじめ」とは、生徒等に対して、当該生徒等と一定の人間関係※1にある他の生徒等が行う心理的又は物理的な影響※2を与

える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった生徒等が心身の苦痛を感じてい

るものをいう。（いじめ防止対策推進法第２条第１項） ※1「一定の人間関係」とは、学校の内外を問わず、同じ学校・学級や部活動の児童生徒や、塾やスポ

ーツクラブ等当該児童生徒が関わっている仲間や集団（グループ）など、当該児童生徒との何らかの人間関係を指す。 ※2「物理的な影響」とは、身体的な影響の

ほか、金品をたかられたり、隠されたり、嫌なことを無理やりさせられたりすることなどを意味する。けんかやふざけ合いであっても、見えない所で被害が発生して

いる場合もあるため、背景にある事情の調査を行い、児童生徒の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを判断するものとする。 

■冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。   ■仲間はずれ、集団による無視をされる 

■軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、けられたりする ■ひどくぶつかられたり、叩かれたり、けられたりする 

■金品をたかられる ■金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

■嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

■パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる   等 



いじめ事案への対応フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    解決に向けた適切かつ誠実な対応（いじめに対する的確な措置）          いじめている生徒がいじめでないと 

 いじめを受けたと確認できない場合       いじめを受けたと確認できる場合                   言う場合 

① 一人で判断しない 

  （情報を集めチームで対応） 

② いじめを訴える生徒の話 

   を否定せずに教育相談を 

   実施する 

③ 継続的な行動観察とケア 

   を行う 

 

 

保護者への事実・情報の提供と生徒・保護者への誠実な謝罪 

★ 明らかになった事実関係について、情報を適切に提供する 

★ 時間をかけて保護者の話や思いを聴き、問題解決に向けて全力を挙げることを約束する 

★ いじめをしている生徒の保護者には、子どもがいじめを繰り返さないために何をする必要があるのかを一緒に 

考えながら助言する 

★ 強く叱るだけでは解決しないことを理解してもらい、今後の対応への協力を求める 

★ いじめをしている生徒が、被害者と関係修復に向けて自分ができることを考えられるようになることを目指して、 

    保護者と協力する体制を作る 

 

重大事態対応フロー図 

                                        報告          指導支援 

                                     

                 調査結果の説明 

                                        町長 

                                                報告 

                                       調査結果の説明            報告 

 

 

 

令和８年度いじめ防止等に関する年間計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師としての心構え 

 

 

 

 

職員研修・資質能力向上プログラム（資料） 

□いじめ防止対策推進法 □生徒指導提要 □文部科学省通知 □学校危機管理の手引き改訂版 □しまねがめざす人権教育（学校教育編） 

□問題事象から学ぶために（学校教育編） □島根県いじめ防止基本方針 □津和野町いじめ防止基本方針  

月   

PDCA 

いじめ未然防止に係る学

校行事や取組 

いじめ未然防止の取組 実態把握 

情報共有・対策 人権に関する学習 生徒会活動 教育相談 懇談 

４ 始業式 入学式 

PTA総会 

生徒指導全校集会 

いじめに関する全校集会 

生徒会入会式 

生徒総会 

各種委員会 

SCとの面談 生徒支援部会 

職員研修 

５ 育成会春季交流会  壮行式 

各種委員会 

家庭訪問 

教育相談① 

SCとの面談 

生徒支援部会 

生活アンケート① 

６ 学校運営協議会 

 

 

情報リテラシー研修会  各種委員会 

 

SCとの面談 

教育相談① 

生徒支援部会 

７ 校内弁論 

終業式 

 各種委員会 

壮行式 

保護者面談 

SCとの面談 

生徒支援部会 

アンケートQU調査① 

８ 始業式    職員研修 生活アンケート② 

基本方針の点検 

９ 職場体験 

 

 各種委員会 SCとの面談 生徒支援部会 

10 体育祭 

修学旅行 

 

 

各種委員会 SCとの面談 生徒支援部会 

11 文化祭  小中交流会 

学校運営協議会 

育成会秋季交流会 

 

 

各種委員会 

球技大会 

SCとの面談 

教育相談② 

生徒支援部会 

生活アンケート③ 

12 人権・同和教育参観日 

終業式 

人権・同和教育講演会 

人権集会 

生徒総会 

各種委員会 

SCとの面談 

保護者面談 

生徒支援部会 

職員研修 

１ 始業式  各種委員会 SCとの面談 生徒支援部会 

アンケートQU調査② 

職員研修 

２ 学校運営協議会 

新入生説明会 

学校保健委員会 

 各種委員会 SCとの面談 

教育相談③ 

生徒支援部会 

生活アンケート④ 

基本方針の改善 

３ 卒業式 修了式  各種委員会 ＳＣとの面談 生徒支援部会 

 

調 査（津和野町いじめ問題対策協議会） 

いじめの情報 

発見・訴え 
生徒指導主事 

いじめ問題対策協議会の開催〔対応策の協議・決定〕 

即時にチームで対応（学年部チーム）  ※初動が最重要 

【初期対応】 

１ 情報提供者からの聞き取り〔要配慮〕 

２ 被害生徒への事実確認〔要配慮〕 

３ 全教職員からの情報収集 

４ いじめた生徒からの事実確認 

５ その他（友人等）からの情報収集 必要に応じた連携・支援 

※いじめ通報窓口…教頭・担任・養護教諭・生徒指導主事 

学校いじめ問題対策協議会 

津和野町教育委員会 

島根県教育委員会 

調 査 

被害生徒・保護者                 

① いじめられている生徒の安全確保を第一優先

し継続的なケアを行う 

② いじめをする生徒の指導とケアを行う 

③ 周りの生徒への指導とケアを行う 

④ 「重大事態」「学校単独で対応が困難」と判断し

た場合は、町教委・県教委と連携して対応する 

① いじめという言葉を使わずに、どの

ような行為をしたのかを確認する 

② その行為が相手にとってつらいも

のであることを理解できるように働

きかけ、その行為を止めさせる 

P 
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学
級
活
動 

管理職 

◎いじめを見抜く感性を磨く    ◎不安や悩みを受容する姿勢をもつ    ◎「自信」と「やる気」を引き出す授業づくりに努める 

◎心の居場所づくりに努める    ◎生徒一人一人の心の理解に努める    ◎いじめは許さないという学級風土をつくる 

◎生徒の姿を見つめる       ◎互いに個性を認め合う学年部経営・学級経営に努める 

町教委 

道
徳
科
の
授
業 
２
年
技
術
科
の
授
業 


